
         電線類の地中化(無電柱化) 直接埋設における防護板の検討 

重量物の圧力を受けない場所に埋設する電線の防護板としてハニカム防護板を提案します。 

  

   

断面は 

ハニカム構造

特許出願中 

埋設イメージ 

Ｈ28 年に埋設深さの基準緩和から、

「浅層埋設」や「小型ボックス活用埋

設」といった低コスト整備が可能と

なりました。その中でも、直接埋設方

式は、浅層埋設による管路や小型ボ

ックス等の電線類の収容部材が不

要、既設埋設物との干渉が減少する

メリットのある、最も低コストな手

法です。 

ハニカム防護板は、経済性と施工性

に優れています。 

特 徴 

●構造

シートを蛇腹状にすることにより空隙を作

り、衝撃から保護できるようにしました。 

●材質・サイズ

ポリプロピレン・600mm×2200mm×60mm 

●耐衝撃性

ポリオレフィン系樹脂製品ですので 

弾性に富み、衝撃に強く耐久性抜群です。 

●経済性

当社独自の製法により軽量化(3.8kg)および

低価格を実現しました。 

防護板の軽量化によって作業効率の向上も

見込めます。 



『直接埋設による電線地中化工法の実用性調査』（平成 29 年度）より室温での耐衝撃性試験を実施。 

⇒貫通しなかったことを確認

ハニカム防護板にすることで大幅な軽量化とコストダウンが可能です。
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出展：(一社)日本電気協会、平成２９年度 直接埋設による電

線地中化工法の実用性調査報告書 スコップ試験機概要 スコップ試験機（写真）

QR コードより当社
HP をご覧下さい


	シート材の用途: 


